龍ケ崎バードウォッチングクラブ会報　こじゅりん　No61　2006年（平成18年）5月号- 1 -

[image: image1.jpg]


[image: image2.jpg]


2006年
5月号
　　　　　　　　　　

　　

夏鳥で、自分で自分の名前を連呼する代表的な鳥です。初夏の高原に行くと必ず耳にすることが出来ますが、龍ヶ崎付近では、利根川の河川敷に行くと声を聞く事が出来ます。牛久沼では、最近電線に止まって鳴く事が多いので姿も見ることが出来ます。ハトぐらいの大きさで見分けづらいのですが声がしているとき口元を見ているとカッコー・カッコーと口が開くので確認できます。この鳥は托卵と言う一風変わった繁殖形態をとることは知られていますが、一方一般的に鳥は生まれて最初に見た動くものを自分の親と思うと言われており、テレビなどでよくタンチョウヅルの人工飼育で鶴のぬいぐるみを着て餌を与えている映像を見かけますが、このカッコウの場合は親をどう認識するのか考えると眠れない夜になりそうです。

昨年写真を撮るのに牛久沼へ通っていて見た事を今考えてみると、托卵する前と思われる時期には木の枝や電線に止まって、また飛び回っているときでさえ10分でも20分でも鳴きつづけています（縄張りの主張か？）。そして一時、声が聞こえなくなります（托卵する相手とタイミングを見るために静かにしているのか？）。その後、今度は上空を飛びながら時々二声三声鳴きながら飛び回ります（雛が孵るころから巣立ちの時までか？）。やがて、それまで二羽しか見られなかったカッコウに色の黒っぽい個体が混じって三羽で飛び回っていました。と、思ったら何日かして一羽もいなくなりました。この事から私なりに導きだした結論はカッコウはこんな風に鳴いているのかな？

「ｶｯｺｰ･ｶｯｺｰあなたはどう鳴きますか・・・!!　ｶｯｺｰと鳴くなら私が親ですよ　ｶｯｺｰ･ｶｯｺｰ　と」
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